
１．は じ め に

本稿はインドを代表する繊維産地としてタミル・ナードゥ州コインバトー

ルの紡績産業を取り上げ，その企業特性と事業経営者・創業者の参入行動か

ら，産地の形成ダイナミズムを明らかにすることを目的とする。

1990 年代以降におけるインドの目覚ましい産業発展は国内外で注目を集

めてきた。このうち工業部門を業種別にみると，国際競争の激化やグローバ

ル・サプライチェーンの進展が著しい鉄鋼業（石上，2011 など）や自動車工

業（友澤，2015 など）などに高い関心が集まっている。これに対し，同国の

繊維・アパレル産業は部分的にしかグローバル・サプライチェーンに組み込

まれておらず，インドよりもむしろバングラデシュや中国に注目が集まって

いる。しかし，インドの繊維・アパレル産業は中国に次ぐ規模であり，また

直接雇用者数４千５百万人，間接雇用では１億人（Ministry of Textiles, 2020）

と社会経済的影響力は非常に大きく，着目に値する。

また，インドの繊維・アパレル産業は国内において工程ごとに産地を形成

しており，産地間の空間的分業が同国繊維・アパレル産業を構成してきた

（宇根，2018）。したがって，インドにおける繊維・アパレル産業の地域的な
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展開を理解するには，産地というローカルな文脈に留意しつつ，産地間の各

種関係を捉える必要がある。そのような状況にもかかわらず，インドの繊

維・アパレル産業に関する既存研究では，各産地の形成メカニズムや産地間

（工程間）の連関といった空間的視点を有するものは限られている。筆者は

宇根（2018）においてタミル・ナードゥ州コインバトール（紡績）およびグ

ジャラート州スーラト（織布類）を取り上げ，両産地の特性を論じたが，概

括的な分析に留まっていた。こうしたことから，本稿はコインバトールにお

ける紡績産地の特性を統計資料から量的に把握することに加え，企業経営

者・創業者の事業参入行動を把握することにより，同産地の形成ダイナミズ

ムの解明に迫りたい。

筆者は 2016 年３月および 2017 年 12 月〜2018 年１月にコインバトール県

で現地調査を実施した。企業の経営者・創業者あるいは当該企業を掌握する

経営責任者に対して聞き取り調査を実施した。

２．工業都市コインバトールの形成

2-1．タミル・ナードゥ州コインバトール県の概要

タミル・ナードゥ州は南インドにあり，コインバトール県は同州の西側を

南北に走る西ガーツ山脈の南麓に位置する（図１）。2011 年のインド国勢調

査によると，コインバトール県の人口は 345.8 万人（同州では 32 県中６位），

県都コインバトール市は 105 万人である。同市の人口は，州内では州都チェ

ンナイに次ぐ２位，インド全体で 41 位となっている。都市人口比率の高い

地域であり，同州全体のそれが 48.4％であるのに対し，コインバトール県は

75.7％にのぼる。

都市人口比率の高さに関係しているのが製造業の集積である。ポンプ・

モーター，繊維（紡績）機械，自動車部品などの機械産業や鋳物産業ととも

に，紡績業が活発である（絵所，2015）。これらはコインバトール市街地に立
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地するほか，都市部を回避して郊外地域での立地も進んでいる。このうちポ

ンプ・モーター製造業については主に農業用ポンプの一大産地であり，企業

や技術レベルにおいて斯業から他の関連産業への展開や産業連関は高いと考

えられる。Brief Industrial Profile of Coimbatore District 2012-13１)によると，県

内の小規模・零細事業所は 31,524 事業所，総投資額 988.8 億ルピーであり，

図１ インドの主要州とコインバトール県の位置

注：破線は未確定国境線

資料：筆者作成
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このうち綿繊維工業が 2,175 事業所，200 億ルピー，既製服・刺繍業が 5,567

事業所，374.6 億ルピー，機械・機械スペア（部品）業が 4,155 事業所，84.1

億ルピーなどとなっている。また，コインバトール県における成長産業とし

て繊維・アパレル産業，ソフトウェア，電機製品，ウェット・グラインダー

（いわゆるフード・ミキサー），宝石類，モータおよびポンプ，風力発電が挙

げられている。

繊維関連産業に関しては，同県とその東隣にあるティルプール県（図１）

との産業連関が特徴的である。ティルプール県はコインバトールで生産され

た綿布を原料としたニットウェア産地として発展し，その生産品は高い輸出

競争力を有している（絵所，2015）。

2-2．長繊維綿・超長綿と紡績業

コインバトール県における紡績業の概要については宇根（2018）でも言及

されているが，ここではそれを敷衍しつつ，新たな統計を用いて論じる。

Central Institute for Cotton Research（2005）によると，南インドの丘陵部に位

置するコインバトール県は，気候や土壌といった自然環境の点から長繊維綿

あるいは超長綿の栽培に最適な土地である。当地では 20 世紀初頭から長繊

維綿の栽培が開始され，超長綿も 1969 年からコインバトール県において栽

培されることとなった。その後，当地で栽培される綿花の改良が段階的に成

功し，現在は主に MCU-5とそれらをもとに改良した Surabhi種が栽培され

ている。20 世紀当時においてインドの栽培綿は短繊維が中心である一方，長

繊維は高品質で国際的需要が大きかった。そうした状況においてコインバ

トールは長繊維綿の栽培において注目され，このことが当地における紡績業

を発展させていったとされる。

１) インド中央政府 MSME (Micro, Small & Medium Enterprises)-Development Institute

による。
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2-3．農業カーストの工業進出とコインバトールの産業発展

コインバトール県における紡績業の発展において，その主な担い手につい

て触れないわけにいかない。インドにおける創業やアントレプレナーシップ

に関する研究は枚挙に暇がないが，Damodaran（2008）の「インドの新しい資

本家」（India’s new capitalists）はそのなかでも金字塔であろう。同書は，主に

カーストに基づく伝統的な商業集団（たとえばパールシー，マルワーリー）

がインド独立前から各地で展開し，一部は財閥（たとえばビルラー，ター

ター）を形成したが，インド独立後はそれらとは異なる様々な経路・社会的

背景を有する資本家が製造業など大規模事業に参入していったことを，具体

的事例から詳細に論じている。このうち本書で取り上げるコインバトール県

については同書の第５章で�Kongunad Naidus and Goounders�として詳細に取

り上げられている。それによると，当地には Naidu（ナイドゥ）と Gounder（ガ

ウンダー）というドミナント・カーストが卓越する。両者は「意欲的」な

Naiduと「屈強」な Gounderと表現されるほど活発な農業カーストであり，進

取の気質に富んでいる。かれらが上述した長繊維綿や超長綿への栽培に着手

したことは容易に想像できる。Naiduと Gounderは新種綿の栽培に留まらず，

綿を川下工程へ流通させる業者（traders），綿繰り業者（ginners），さらに紡績

業者（millowners）へと進出，事業拡大していく（Damodaran, 2008）。

コインバトールで最初に設立された紡績工場は Coimbatore Spinning &

Weaving Mills社であり，1888 年のことであった。ただ，事業として成功した

最初の紡績工場は，1922 年に設立された Sri Ranga Vilas Ginning, Spinning &

Weaving Millsとされる（Seth, 2017）。なお，その創業者は P.S. Govindaswamy

Naidu（P.S.G. Naidu）氏であり，彼とその息子達によって 1926 年に設立され

た慈善団体 PSG&Sons’ Charitiesは現在，PSG College of Technologyなどの大

学のほか，医療機関などを運営し地域社会に貢献している。
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コインバトールにおける紡績産業を始めとした工業発展において欠かすこ

とのできない人物が存在する。それは G.D. Naidu（1893 年生，1974 年没）氏

である。「インドのエジソン」とも称され，実用化されたものを含め多くの

発明品を手掛けた。彼もまた，その名の通り Naiduコミュニティである。コ

インバトールで生まれた G.D. Naidu氏は，17 歳の時にイギリス植民地政府

の役人が乗っていたオートバイを見かけ大変興味を持ち，日銭を稼いでその

役人からオートバイを購入した。氏はそれをリバースエンジニアリングする

などして技術を習得し，機械類の様々な発明を手掛けた。またバス運行会社

なども運営した。そうした活動の過程において，鋳造部品やコイル，シャフ

トといった部品を自社生産したほか，氏自身が技術者を育成したり，他の技

術者と活発に交流した。そうしたことがモーター産業や鋳型産業，紡績機械

産業などに従事する経営者を生み出す基盤となった。とりわけ紡績機械産業

に関しては Lakshmi Machine Works社が世界的な紡績機械企業として成長し

ており，繊維産業と繊維機械産業の成立・発展という関連産業の地域内連関

が看取される。このように，長繊維綿の栽培に適した自然環境のもとに意欲

的・屈強な農民カーストたちが相互に交流しながら近代工業の基礎を築いて

いき，南アジア最大といわれる工業都市が形成されていった。

３．コインバトール紡績業の特性

3-1．小規模企業の卓越するコインバトール紡績業

表１は州別の紡績工場数，紡錘数，労働者および工場あたり紡錘数を示し

たものである（2017 年）。コインバトール地域２)についてはタミル・ナードゥ

２) コインバトール地域という表記について，参照したデータには Coimbatoreと記載

され，県やその他など，どのような空間的範囲を指すのかが明示されておらず曖昧

である。そこで本稿ではコインバトール地域という表現を採用する。

( ６ )
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州とは別に集計されている３)。上述した紡錘数は，紡績機における紡錘部分

の数を表す。なお，紡錘（spindle）とは紡績機械において糸を紡ぐ部分のこ

とである。ここで簡単に紡績工場の工程を説明しておく。最初に，綿繊維の

場合は種が取られた繰り綿からゴミ等が取り除かれて混打綿となる。化繊糸

の場合はそのような作業はないが，化繊と綿の混合の場合はこの時点で両者

が混合される。次に，繊維は同一方向に引き延ばされ（カーディング，梳綿），

さらに太い紐状にしたスライバーと呼ばれるものとなる（コーミング）。そ

してスライバーを紡績機械によって粗紡と精紡の２回にわけて撚り合わせさ

れ，任意のボビンに巻き返すなどして巻糸となる（写真１）。

さて，表１が示すように，タミル・ナードゥ州への集中が顕著であり，同

州がインドにおける紡績業の中心地であることは明らかである。その全国比

は工場数 62.1％，紡錘数 51％，労働者 38％に上る。また，同州のうちコイン

バトール地域が占める割合はそれぞれ 44.1％，32.8％，36.7％，さらに全国

のうちコインバトール地域が占める割合についてもそれぞれ 27.4％，16.6％，

13.9％であり，一大産地となっている。このように紡績工場はタミル・ナー

ドゥ州で突出して多いことが分かるが，このほかには，インドで最初に紡績

産地として発展してきたマハーラーシュトラ州４)やアーンドラ・プラデー

シュ州，パンジャーブ州など，西〜南インドの主要州が紡錘数の大きな産地

となっている。

一方，１工場あたり紡錘数をみるとタミル・ナードゥ州とコインバトール

３) ここで取り上げている統計は，インド中央政府繊維省 Textile Commissionerのウェ

ブサイトに開設されたデータベースへ 2017 年６月にアクセスし入手したものであ

る。同年以降，当該統計ページへのアクセスは極めて不安定でデータの入手が困難

な状態となり，その後データベース自体が公開されていない。そのため，2017 年３

月 31 日を最新データとして扱う。

４) 川村・関戸（2019）は，20 世紀初頭における紡績業の立地を詳細に論じている。

それによると，1925 年においてはボンベイ（現在のムンバイー）のフォート地区を

中心に 110 社を超える綿工場が集積していた。

( ８ )
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地域は全国平均を下回っており，その工場規模は小さい。つまり，小規模工

場（Small Scale Industry, SSI）が卓越している。表２は，表１の指標を大・中

規模工場（Non-SSI）と小規模工場とに分けて集計したものである。小規模工

場（SSI）とは，設備投資総額が 1,000 万ルピー以下の事業所をさす。いずれ

の指標も大・中規模工場（全国値）のほうが大きく，小規模工場は工場数も

大・中規模工場のそれより少ない。また，１工場あたりの紡錘数は当然なが

ら大・中規模工場のほうが多く，全国平均で比べると５倍の差が生じている。

次に，上述した点，すなわちタミル・ナードゥ州とコインバトール地域の１

写真１ 紡績機（精紡）と紡錘

注：機械上部に巻き取られた粗紡糸が設置され，それがねじれ

て撚りがかかり精紡糸となる。なお，紡績工場のなかでも

紡錘の現場では女性労働者の割合が比較的高い。

資料：コインバトールの紡績工場で筆者撮影
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。
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工場あたり紡錘数は全国平均を下回っている点についてみると，大・中規模

工場で１工場あたりの全国平均よりも紡錘数が少ないことに加え，同表に記

載されている州・地域の中ではタミル・ナードゥ州とコインバトール地域の

みが工場数において大・中規模よりも小規模工場のそれのほうが多い。

3-2．近年における紡績数の時系列的変化

図２，図３は 1996 年，2000 年，2005 年，2010 年，2017 年における主要

州およびコインバトール地域の紡錘数の推移を示したものである。なお，タ

ミル・ナードゥ州にはコインバトール地域の値が含まれる。全体の趨勢とし

て紡錘数は増加傾向にあり，特に小規模工場は 1996 年から 2017 年の間に２

倍以上となっている。コインバトール地域の小規模工場も増加傾向にあり，

1996 年に 108.6 万紡錘であったのが，2005 年に 187.6 万紡錘，2017 年に

235.4 万紡錘となっている。一方，大規模工場をみるとコインバトール地域

は 1996 年の 408.6 万紡錘から 2000 年には 467.9 万紡錘となったが，それ以

降増減を繰り返しており停滞傾向にある。なお，他州をみるとマハーラー

シュトラ州，アーンドラ・プラデーシュ州，パンジャーブ州は，小規模工場，

大・中規模工場とも顕著に増加しているのに対し，カルナータカ州やラー

ジャスターン州の大・中規模工場は停滞・減少傾向にあり，州間の成長の差

異が看取される。

本章を小括すると，以下のようにまとめられる。インドにおける紡績工場

は大・中規模工場，小規模工場ともタミル・ナードゥ州，なかでもコインバ

トール地域に集中しており，ほかにはマハーラーシュトラ州やアーンドラ・

プラデーシュ州，パンジャーブ州が主産地となっている。紡錘数からみたコ

インバトール地域における紡績工場は年を追うごとに規模を拡大させている

が，その傾向は大・中規模工場よりも小規模工場において年々高まっている

といえる。
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図２ 主要州・地域における大・中規模紡績工場の紡錘数推移（1996 年〜2017 年)

資料：表１に同じ。

図３ 主要州・地域における小規模紡績工場の紡錘数推移（1996 年〜2017 年)

資料：表１に同じ。
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４．２つの紡績業組合からみたコインバトール県の紡績業の特性

本章では，前章で得られた紡績業の傾向を踏まえつつ，コインバトール県

における紡績企業の特性を同業組合名簿より把握する。

コインバトール県に事務局を構える紡績工場の同業組合として南インド紡

績協会（The Southern India Mills’ Association，以下 SIMA）と，南インド紡績

事業者組合（The South India Spinners Association，以下 SISPA）がある。SIMA

は主に 6,000 紡績程度以上の企業が加入するのに対し，SISPAは比較的小規

模工場が加入する（聞き取り調査による）。後にみるように，実際に両組合の

組合企業間において規模の差異が認められる。

筆者は両協会から組合名簿を入手した。SIMAについては会員名簿（2017

年）が紙媒体で発行されている。それによると，443 企業が SIMAに加入し

ており，このうち立地数の多い県としてはコインバトール県 105 社，ティル

プール県 46 社，ヴィルドゥナガル県 32 社などが挙げられる。当地に立地す

る全ての紡績企業が同組合に加入しているわけではないが，SIMAの会員を

みても，前節で示されたようにコインバトール地域（県）における紡績工場

の高い集積傾向が確認できる。

一方，SISPAについては 2017 年９月時点の会員名簿を電子媒体で入手し

た。本章では両者の組合名簿に記載されている企業のうち，コインバトール

県に拠点を置く企業を取り上げ，その特性を明らかにする。

4-1．SIMA 組合企業の特徴

まず，SIMAの組合企業についてみていこう。会員名簿にはシリアル番号，

企業名，事務所と工場の住所，連絡窓口となる担当者（contact person），紡錘

数やローター数５)など導入設備の規模やその他の設備，製造する糸の番手，

輸出がある場合の輸出国名などが記載されている。なお，これらの情報は全
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ての企業において記載されているのではなく，脱落している企業も散見され

る。また，会員企業のシリアル番号は地域別に振られているが，なかには，

同一企業であるものの住所が異なる複数のユニット（工場）において個々に

シリアル番号が振ってあったり，紡績設備の情報記載がなく，力織機数のみ

が記載されているものもある。

コインバトール県に工場が所在する組合企業数 105 社のうち，同一企業が

同一所在地において重複して登録されているものがあり，それを１社とみな

して 104 社を抽出した。このうち，企業設立年不明が８社，紡錘数不明が 13

社６)である。１社あたりの平均紡錘数は 20,210，中央値（メディアン）は

16,044 であり，平均値は表２でみたコインバトール地域全体における大・中

規模工場のそれよりも大きい。このように，SIMAの組合企業に関しては当

該県に立地する紡績工場全体のなかでも比較的大規模な企業が多いといえる。

ただし，前章でみたようにコインバトールにおける紡績工場は他州や州内他

地域の工場に比べると比較的小規模である。例えば，ティルプール県に立地

する SIMA組合企業 42 社７)と比較すると，その平均紡錘数は 27,623 となっ

ており，コインバトール県のそれよりも大きい。

さて，図４は上記した 104 社のうち，企業設立年が不明であった７社を除

く 97 社を対象に各社の設立年と紡錘数をクロス集計したものである。同図

５) ローター式紡錘機における紡錘は，紡錘数ではなくローター数で表す。このタイ

プの紡錘機は，粗紡後の精紡工程において，一度個々の繊維束に分解したものをロー

ター内の気流により再度集束し，巻き取りローラーで撚りながら精紡していくとい

う機構を有する。オープンエンド（OE）紡績とも呼ばれる。このようにローター式

紡錘機は一般の紡錘機（スピンドル）と機構や生産性が異なるため，両者を同質の

ものとみなすには注意が必要であるが，分析上両者を分けて検討すると煩雑になる

だめ，以下の分析では合算する。なお，SIMAと SISPAのいずれの組合企業におい

ても，ローター式紡錘機を導入する企業は１割程度とごくわずかである。

６) このなかには，紡錘数が記載されていないが力織機数などが記載されている企業

も含まれていた。

７) ティルプール県には 42 社が該当するが，このうち３社においてデータが欠落し

ており，それを除いた 39 社を対象としている。
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において紡錘数の値が０になっているのは当該情報が不明のものである。設

立年が最も古いのは 1888 年設立の Coimbatore Spinning & Weaving Mills 社で

ある。同社は第２章で触れたように，コインバトールで最初に設立された紡

績工場である。現在は全国繊維公社（NTC）の傘下に入っている。NTC は，

経営不振の民間綿工場の経営権を政府が接収した後に同社が引き取り，公的

資金を投入して雇用と経営を維持することを目的に 1968 年に設立された（伊

藤，1988）。NTC の紡績工場はこのほかに 1929 年設立の Cambodia Mills 社，

1933 年設立の Pankaja Mills 社，1934 年設立の Sri Ranagavilas G.S & W Mills

社，1936 年設立の Coimbatore Murugan Mills 社が該当する。紡績産地として

図４ 南インド紡績協会（SIMA）の組合企業における設立年と紡錘数の関係

資料：南インド紡績協会のsDirectory of Member Millst（2017）より筆者作成。
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の草創期に設立された企業が，その後経営不振に陥ったことなどにより現在

NTC傘下となっていることが窺える。一方，最も設立年が遅いのは 2008 年

である。当該資料は 2017 年に発行されているが，2009 年以降に設立された

組合企業はない。

紡績工場の設立時期は 1950 年代後半と 1990 年代前半，そして 2005 年前

後の３時点に集中している。それぞれのピークは 1956 年（６社），1995 年

（７社），2005 年（７社）であり，この３年に設立された企業で全体の約２

割を占める。一方，1960 年代，70 年代は民間企業に対する産業ライセンス

制度が実施されていた時期と重なり，この時期に設立された企業は非常に少

ないうえ，規模も比較的小さい。

次に，規模と設立年次との関係についてみると，設立年次が新しい企業ほ

ど紡錘数が少ない傾向が読み取れる。1980 年代末までに設立された 42 社の

１社あたり平均紡錘数は 27,206 であるのに対し，1990 年代に設立された 33

社は 16,904，2000 年代に設立された 22 社は 16,061 となっている。このよ

うな傾向となる要因としては，操業年が長い工場ほど，設立後の設備増強等

が図られることや，NTC傘下の企業のように公的支援を受けた比較的規模の

大きな工場が現在まで残存しているということが考えられる。また，1990 年

代以降の設立増加は，1991 年からのインド中央政府による新経済政策の実施

と重なり，その影響が大きいことは明らかである。なお，次章で述べるよう

に，既存企業を買収して設立された企業も存在することから，全ての企業が

新規設備投資により操業を開始している訳ではないことにも注意が必要で

ある。

SIMA 組合企業において最も大規模な組合企業は 1990 年に設立された

Sulochana Cotton Spinning Mills社であり，紡錘数は 93,648 である。同社ウェ

ブサイト８)によると，多色糸の生産においてインド最大規模の企業である。

企業グループとしての Sulochanaは，1938 年に綿流通業を皮切りに，繰り綿
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へと展開し，6,000 紡錘をもって紡績業へと進出した。2021 年時点では３拠

点において 12.5 万紡錘を数える企業となっている。また，紡績業だけでな

く川下工程の衣類縫製やマットレスといった製造・販売も手掛けている。現

在はティルプール県に本社が立地している。

このように，SIMAの組合企業は Sulochanaグループのように現在は 10 万

紡錘を超える複数の工場を有する企業もあるが，多くは 1990 年代以降に設

立された比較的規模の小さな企業であり，その時期に活発な新規参入がみら

れた。また，NTC傘下の企業を中心とした老舗ともいえる紡績企業もわずか

ながら残存している。

ところで，SIMAの組合名簿には，輸出国の情報が集計されている。コイ

ンバトール県に立地する組合 104 社では 23 社において国名・地域名の情報

が記載されている。12ヶ国・地域を挙げる企業があるものの，３，４ヶ国・

地域を挙げている企業が卓越している。国別には，バングラデシュが 10 社，

中国・香港８社，スリランカ，トルコ，エジプトが各５社，韓国，アメリカ

合衆国，イタリア，ブラジルが各３社，日本２社などとなっているほか，欧

州９)は合計で 18 社にのぼる。さらに南アフリカ共和国やモロッコといった

アフリカ地域，オーストラリアも確認される。縫製部門など川下工程が発達

するバングラデシュや中国との連関が強いだけでなく，輸出先は五大陸全て

に及んでおり広範囲である。なお，輸出先国の情報は，その輸出量や時期は

不明であり，過去に一度少量でも輸出した国が含まれていることは否定でき

ない。この点について留意する必要がある。

８) Sulochana社ウェブサイト（http://www.sulochanamills.in/legacy.php）2021 年９月 15

日最終閲覧

９) 国別に記載されているもののほか，「Europe」と記載されているものも含む。
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4-2．SISPA 組合企業の特徴

SISPAの組合名簿には，企業名，住所，紡錘数・ローター数，番手，電話

番号等の情報が記載されている。また，307 社が掲載されており，このうち

コインバトール県に立地するのは 179 社，ティルプール県 59 社，イーロー

ドゥ県 36 社，ナマッカル県９社，ヴィルドゥナガル県７社，ディンディー

ガル県５社などとなっている。これらはいずれもタミル・ナードゥ州内の県

である。さらに，コインバトール県に立地する企業のうち SIMAの企業にも

なっているのは 12 社であった。この重複分を差し引いた 167 社をここで分

析する対象企業とする。

まず，SISPAの組合名簿に記載されている紡錘数の平均値は１社あたり

7,126，中央値 6,048 である10)。このうち，上述したコインバトール県 167 社

ではそれぞれ 6,069，4,992 となっており，SISPAの組合企業全体に比べて

コインバトール県に立地する組合企業のほうが規模は１割強ほど小さい。コ

インバトール県に立地する 167 社において最大の紡錘数を有するのは

Soundar Textiles社の 24,384 紡錘である。なお，SISPAの組合企業全体のな

かで最大規模なのはティルプール県の Pongalur Poineer Textiles社で 61,248

紡錘であった。

当該名簿には企業の設立年についての情報が記載されていない。そこで，

企業情報データベースとして定評のある Zaubacorp11)においてコインバトー

ル県に立地する SISPA組合企業 167 社を検索したところ，26 社についての

創立年が判明した。この情報を SIMA組合企業の分析（図４）と同様に，各

社の設立年と紡錘数をクロス集計したものが図５である。データの捕捉率は

高くないが，一定の傾向は読み取れるものと考える。

10) ローター式紡錘機のローター式も含めた数値である。なお，ローター数のみ名簿

に記載されている企業は全 307 社のうち 13 社，ローター数と紡錘数の両方が記載

されているのが１社であった。

11) https://www.zaubacorp.com
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さて，図５をみると，設立年は 1980 年から 2013 年まで比較的分散してい

るが，なかでも 1990 年ごろから 1995 年ごろにかけて設立された５千紡錘以

下の小規模な工場が多い。一方，1996 年以降に設立された企業は，2013 年設

立の１社を除き５千紡錘以上と比較的大きくなっている。このように，サン

プル数は少ないものの，1990 年代に設立した小規模企業，1990 年代後半以降

に設立された比較的規模の大きい企業，そしてその他といったタイプが見い

だされる。

本章の最後に，SIMA組合企業と SISPA組合企業の傾向を比較しよう。共

通する点としては，1990 年代に設立された企業が多く，それらは比較的小規

模であるという傾向が見いだされる。ただし，比較的小規模といっても

SIMA組合企業は２万紡錘以下，SISPA組合企業は５千紡錘以下が卓越する

という差異はある。これには，上述したように SIMAは主に６千紡錘以上の

図５ 南インド紡績事業者組合（SISPA）の組合企業における設立年と紡錘数の関係

資料：SISPA資料より筆者作成。
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企業が加入するという基準が関係しているだろう。このように，コインバ

トールの紡績工場は新経済政策の実施後にあたる 1990 年代前半と，2000 年

代に設立された相対的に小規模なものが卓越している。一方で，SIMA組合

企業を中心に５万紡錘以上の比較的大規模な工場（10 社）もあり，規模の分

散がみられる。なお，紡績工場は新規設立だけでなく廃業（閉鎖）も多く注

意が必要である。

次章では，事業参入の経緯や経営者の特性に着目して，個別企業の動向を

聞き取り調査により明らかにする。

５．事業参入者の特性

5-1．調査企業にみる事業参入の経緯と経営者・創業者の特性

筆者は２度の現地調査によって，コインバトール県およびティルプール県

に立地する 14 社を訪問した。このうち，経営者・創業者の事業参入経緯や経

歴などに関する情報を収集できた８社をここで取り上げる（表３）。これら

のなかには power loom（力織機を用いた織布製造業）２社と縫製企業が１社

含まれている。この３社は本稿で論じてきた紡績事業を展開する企業ではな

いが，当地において紡績産業に関連する事業への参入実態という点から貴重

な情報とみなし，分析対象に加える。

表３をみると，現経営者の父親が創業者あるいは同業者であった事例や，

家族で共同経営したり複数事業を共同運営したりする事例が目に付く。前者

としては A社，C社，E社，F社が該当する。たとえば A社は現経営者が

1985 年に起業した企業であるが，A社の創業に先行して父親が現工場近辺に

おいて紡績工場を創業している。後者の事例には C社と F社が該当する。C

社の場合，創業は現経営者の父親によるものであるが，現経営者の兄が鋳型

企業を，母が工業用紙製造企業をそれぞれ経営している。また F社の場合，
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表３ 調査企業における経営者・創業者の経歴と参入経緯

企業名 設立年 業種 紡錘数 経営者・創業者に関する情報

A社 1985 年 紡績 50,000 1970 年に近隣で現経営者の父が紡績工場を操

業。1985 年に閉鎖。現経営者が起業。経営者

は企業が立地する村落出身。

B社 1989 年 紡績 6,000 現経営者が創業。調査時 70 歳。共同出資者の

子が将来的な経営者と目される。

C社 1996 年 紡績 12,000 父親が創業者の家族経営。現経営者は 30 歳代

前後。他に兄が経営する鋳型企業（1970 年創

業），母親が経営する工業用紙（paper cone）製

造企業がある。

D社 2005 年 紡績 78,000 現経営者が紡績工場を買収。建設業から参入。

Naiduコミュニティ。

E社 2012 年 紡績 N.A. Gounder コミュニティ。1985 年に経営者の父

が power loom（力織機）事業を開始。土地は経

営者自身の所有。市場の変化により紡績業への

参入を決意。

F社 2016 年 power loom

（織布）

― 40 歳，商学士。15 歳から父親の力織機事業を

手伝う。父親は 1990 年に力織機工場を創業，

現在事業はしていない。兄弟で事業運営。経営

者はブロイラー事業を展開していたが閉鎖し力

織機事業に投資。祖父は綿，ラギ（シコクビエ）

等の栽培農家。

G社 2007 年 power loom

（織布）

― Gounder コミュニティ。ティルプール県ソマ

ヌールの力織機工場で 20 年間就労。同工場で

はスーパーバイザーを務めた。スキルを活かし

創業。現在の工場の土地を所有。親族が敷地内

でそれぞれ力織機工場を経営。

H社 1994 年 縫製 ― ティルプールの大学を卒業。父は農家。ティル

プールにも縫製工場を所有。

資料：現地調査により筆者作成。
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現経営者の父親が同業者であり，F社自身は現経営者の兄弟で事業が運営さ

れている。これらはいわゆるファミリービジネスに該当する。

このようなファミリービジネスにおいて，他事業からの参入という点に着

目すると，D社，E社，F社が特徴的である。

D社は建設業を営んでいたが，1956 年に設立された比較的老舗の紡績企業

を 2005 年に買収し，紡績業に参入した。同社が紡績業へ参入した経緯は定

かでないが，D社に限らず企業買収による新規参入は頻繁にみられるという。

D社の紡錘数は調査時点で 7.8 万と大規模である。大規模企業の買収は投資

額こそ負担になるものの，その後の経営安定化において有利であろう。D社

は買収後，2013 年にポリエステル糸の紡績にも着手している。単なる企業買

収に留まらず，新規市場の開拓に乗り出している姿が浮かび上がる。

E社（紡績業）は創業者の父親が power loom経営に参入したが，創業者は

power loom市場の困難性に見切りを付け紡績業に参入した。その際，当時雇

用していた 20 名のオペレーター（現場労働者）を解雇し，新たに 25 名を雇

用して紡績工場を立ち上げた。

F社（織布）の場合，創業者で現経営者の A.K. 氏は 40 歳（調査時点）で

商学士（B. Com）を有している意欲的な人物である。上述したように兄弟で

事業を運営しているが，A.K. 氏は 1998 年からブロイラー事業を手掛けてい

た。しかし当該事業は低利益であり，また他事業に比べて人件費が多く掛か

るため，４年間でブロイラー事業を廃業し power loom事業に注力している。

カーストに関しては，E社と G社が Gounderコミュニティ，D社が Naidu

コミュニティであることが判明した。その他の企業については，これらとは

異なるコミュニティというわけではなく，明確な情報を収集することができ

なかった。
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5-2．コインバトールにおける紡績産地のダイナミズム

ここでは，第２章から第４章で示したコインバトールにおける紡績業の全

体的傾向に，本章前節で取り上げた事例企業の実態を位置付けることを通じ

て，当地における紡績業および関連産業（power loomおよび縫製業）のダイ

ナミズムを示す。なお，本稿で取り上げた事例数は限定されていることから，

必ずしもコインバトールにおける紡績業の全体的傾向を示すものではないが，

一定の実態を表しているものと考える。

紡績産業への参入は，新設・新規立ち上げのほか，既存企業の買収という

形で行われていた。父親が創業者であったり，兄弟や家族で経営するといっ

たファミリービジネスの形態が多く確認された。同時に，power loomといっ

た関連事業や，建設業といった他事業からの参入がみられ，参入の経緯は多

様であるといえる。ただし，創業者本人の経歴や父親の職業などをみると，

繊維産業に関連しない分野からの参入は上記の建設業からの参入しか確認さ

れず，そのほかは綿花栽培や綿花トレーダー（スーパーバイザー），power

loom事業といった繊維関連との関連が確認される。こうした点は，当地に

おいて農業カーストによる紡績業経営への参入という第２章で言及した内容

を裏付けるものであった。

第４章においてコインバトールの紡績工場は 1990 年代前半と，2000 年代

に設立された相対的に小規模なものが卓越することが明らかになった。調査

事例においては，B社と C社がこれに該当するだろう12)。B社は 1989 年に

新規に参入した企業であり，紡錘数６千と非常に小規模である。同社の経営

者は調査時点で 70 歳とインドにおいては比較的高齢であり，跡継ぎが問題

となるが，自身の子は１名，孫も１名である一方，共同出資者の子が複数お

12) なお，他の紡績企業について，A社は設立年が 1985 年と比較的早く，D社は上述

のように 1950 年代に設立された企業が 2005 年に買収された比較的大規模な紡績工

場であり，さらに E社は 2012 年設立と比較的新しい。
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り，そちらが経営後継者と考えている。C社は，現経営者の父親が 1996 年に

設立したファミリービジネス型の企業である。

このように，コインバトールにおける紡績業は小規模なファミリービジネ

スや個人経営者を中心とした多様な主体による新規あるいは買収といった参

入が看取される。同時に，買収の背後にある紡績事業からの撤退事業者もあ

り，事業者の新陳代謝が促進しているといえる。インドの経済自由化以降，

コインバトールでは地場産業としての紡績業および繊維関連産業への投資が

活発に行われ，新陳代謝が生じていることが当地の繊維産地のダイナミズム

をもたらしていると考えられる。

６．お わ り に

本稿は，インド最大の紡績産地であるタミル・ナードゥ州コインバトール

県およびその周辺における紡績生産の推移や規模について統計資料をもとに

示すとともに，工業都市としてのコインバトールの特質と発展の背景を提示

した。さらに，調査企業の事例をもとに事業参入者の特性を明らかにし，こ

れらをもとに，コインバトールにおける紡績産業のダイナミズムを捉えた。

本稿で明らかになった点を以下にまとめる。

コインバトール地域での紡績生産は 19 世紀末に開始された。紡績業の主

な担い手は当初綿花栽培に従事していた Naiduと Gounderといったドミナン

ト・カーストであった。かれらは活発な活動を展開し，綿花栽培からその流

通業者，綿繰り業者，そして紡績業者へと川下へ事業展開し，当地における

工業化の重要な担い手となった。同時に，コインバトール地域は世界的需要

が拡大していた超長繊維綿花の栽培に適した自然環境であったことから，20

世紀初頭から当該綿花の栽培が拡大し，それらを利用した紡績業が展開した。

本稿において言及した G.D. Naiduや P.S.G. Naiduをはじめとした技術者，経
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営者は互いに切磋琢磨しながら創業したり，後進の経営者を育成したりして

いった。こうした動きが，紡績産業の成長のみならず，鋳型産業やモーター

産業，紡績機械産業の創出へと結び付き，南インド有数の工業都市が形成さ

れた。

コインバトール地域は全インドにおける紡績工場数の 27.4％，紡錘数の

16.6％，労働者数の 13.9％と高い割合を有していた（2017 年）。しかし，同

地域の１工場あたり紡錘数は全国平均よりも小さく，小規模な工場が卓越し

ている。コインバトール県に事務局が所在する２つの紡績業組合の名簿をも

とに，紡績企業の設立時期と企業規模（紡錘数）の関係をみたところ，イン

ド中央政府が実施した新経済政策の実施後にあたる 1990 年代前半および

2000 年代において設立された，相対的に小規模な企業が卓越していることが

明らかになった。

聞き取り調査を実施した企業の事例から，コインバトールにおける紡績業

および関連企業への事業参入は，新規に個人経営者が起業する事例，ファミ

リービジネスとして投資する事例が確認された。また，綿花栽培や綿花ト

レーダー（スーパーバイザー），power loom事業に従事していた人物による

参入があるほか，創業者の父親が繊維産業に関与していた経歴を有していた。

ここから，農業カーストによる川上部門から紡績業への参入が認められると

ともに，ファミリービジネスとして紡績業へ参入するパターンが確認された。

同時に，事例はわずかであるが，他分野からの買収による参入も存在してい

た。こうした，小規模でファミリービジネスを中心とした多様な主体による

参入が，コインバトールにおける紡績業のダイナミズムを形作っているとい

える。

最後に，繊維産地としての課題を指摘するならば，本稿の事例で示された

ような小規模なファミリービジネスや個人経営者による紡績企業の展開は，

大規模な投資や革新的な事業へと発展していく方向性を短期間のうちに見い
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だすことは困難であり，小規模事業に押し留まってしまい産地としての発展

性や競争優位性を欠いてしまうことが懸念される。バリューチェーンの強化，

たとえば隣県のティルプール県を中心とする川下（縫製業）工程との連携強

化や垂直統合が企業レベル，地域レベルで進展することなどが期待される。
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